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２０２５年５月９日

《 （一社）久留米健康くらぶ》

新時代の緩和ケアとしての「認知症ケア」

～住民型認知症カフェの

毎日8年間の実践から学ぶ～

12025/5/9

ボランティア１５年目

認知症カフェ１０年の歩み ①
２０１１年：任意団体発足

理念：子どもから高齢者の心身の健康づくり

２０１２年：NPO法人 設立

２０１４年：認知症カフェを週２回運営

２０１５年：認知症カフェを平日毎日運営
（久留米市の補助金）

２０１５～２０１６年：RKB共感TVで放映

２０１８年：一般社団法人久留米健康くらぶに変更22025/5/9

１０周年！

32025/5/9

１０周年！

42025/5/9
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１０周年！

52025/5/9

住民型認知症カフェ
１０年の歩み ②

２０２０年４月：新型コロナ発生
２０２０年：『認知症カフェをつくろう』セミナー

＋ 『開設講座』 をセットで開催

２０２１年：『認知症カフェ開設講座』は、久留米市が主催へ

２０２２年：『住民型認知症予防カフェ連絡協議会』発足

○ほっとカフェを閉店

⇒ 各地域に新規開設を促進へ
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市内小学校４６校区に１つ
2025年4月現在１５ヶ所＋５ヶ所

112025/5/9 122025/5/9
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３年間で１５ヶ所の開設はなぜ？

６年前から準備！

１．人財掘起こしのセミナー開催 約８０名参加！

◇タイトル：①認知症をみんなで考えよう！

②みんなで認知症カフェをつくろう！

③認知症は改善できる

２．人財育成の「開設講座」 約２０名前後参加

〇翌年～ 久留米市主催で委託事業へ！

〇約１/４の５名が、翌年度開設へ
132025/5/9

住民型認知症カフェ
１０年の歩み ③

142025/5/9

152025/5/9 162025/5/9
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212025/5/9

住民型認知症カフェ１０周年記念セミナー
令和６年６月２日 久留米シティプラザ

１．早期発見が遅い

○病院や地域包括等敷居が高く、中々行かない

２．家族は同居含めて、認知症への知識が薄く

様子見で本人の拒否含め、対応が遅い

３．かかりつけ医（一般内科）では、認知機能検査はなく

年相応で大丈夫！と言われ、数年遅れている

【住民型認知症予防カフェ】 に通うこと

久留米大学病院
小路教授

222025/5/9

久留米市の市民活動応援
クラウドファンディング事業に採択

232025/5/9 24

“認知症カフェ”とは！

国家戦略：新オレンジプラン
２０１２年～（２０１５年～本格化）

健常者⇒ふれあいサロン⇒認知症カフェ⇒デイサービス

認知症の方やご家族、そして

専門家・市民が気軽に集う場所

○全国約８，０００ヶ所(２０１９年３月) コロナ禍で半減へ

○福岡県内公表２４６ヶ所 半減 久留米市６ヶ所 ２５ヶ所へ
2025/5/9
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25 2025/5/9 矢吹知之著

認知症介護研究・研修仙台センタ研修部長
東北福祉大学総合福祉学部准教授

矢吹知之著26 2025/5/9

272025/5/9

認知症カフェは、

絶望から希望に

繋がるための場所です
282025/5/9



2025/5/9

8

認知症になっても安全安心な八幡浜市へ！

介護医療

住民型 認知症カフェ

相互連携 進行防止

認知症カフェと地域連携

早期発見

29 2025/5/9

認知症カフェの課題

2023年3月の全国アンケート調査の結果

◇運営者：福祉法人・地域包括支援・病院等
専門家の運営が約７０％

※新型コロナで大半が閉鎖、今も半分以上が休止

◇３つの課題
１．認知症のご本人の参加が少ないが７６．７％
２．継続の不安も ６０．２％
３．地域の理解 ４８．２％

30 2025/5/9

認知症カフェの課題

◇３つの課題
１．認知症ご本人の参加が少ない

７６．７％
２．継続の不安 ６０．２％
３．地域の理解 ４８．２％

31 2025/5/9

要因①：運営者が介護施設や病院・地域包括等で約70％
場所も大半が、介護施設・病院で
敷居が高く、一般市民は気軽に行けない

要因②：送迎無しが大半⇒認知症の方は一人で来れない

要因③：補助金も大半無し、赤字運営（事業所負担）が大半

要因④：スタッフ不足で月１回運営（全国的）が大半

認知症の方は、記憶の継続で週1回の開催が望ましい

その要因は？

32 2025/5/9
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◇小学校校区単位に設置 久留米市４４小学校

◇週に１回２時間の開催（最低月２回以上）

◇地域の市民数名が主体＋ボランティア＋専門家

◇地域の介護施設・地域包括センターと月１回支援で連携

◇地域の民家・集会所・店舗等気軽な場所ならどこでも

住民型認知症カフェとは？

332025/5/9

認知症予防カフェとは

気軽に認知症の
人とその家族が
安心して過ごせ

る

本人や家族
もいつでの気
軽に相談で
きる

何時でも自
分の思いを
話せ情報交

換

知らない方と
も交流できる

専門家の認
知症講和あり

認知症になっ
ても安心して
暮らせる

専門家に繋
がり認知症の
早期発見

認知症の予
防に繋がる

気軽にお立ち寄りください
34 2025/5/9
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「認知症カフェ」

では来ない！

35 2025/5/9

ふれあいサロンとの違い

ふれあいサロン

元気な高齢者が中心の集まり

社会福祉協議会がサポート

アクティビティな活動が中心

コミセンや自治会館等の利用

認知症予防カフェ

認知症ご本人・家族他だれでも

久留米市長寿支援課がサポート

おしゃべり・相談・進行予防

地域の気軽な場所ならどこでも
36 2025/5/9
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住民型認知症カフェで
学んだ事・気づいた事

１．早期発見が遅い

○病院や地域包括等敷居が高く、中々行かない

２．家族は同居含めて、認知症への知識が薄く

様子見で本人の拒否含め、対応が遅くなっている

３．かかりつけ医（一般内科）では、認知機能検査はなく

年相応で大丈夫！と言われ、数年遅れている

【住民型認知症予防カフェ】 に通うこと372025/5/9

38 2025/5/9

392025/5/9 402025/5/9
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412025/5/9 422025/5/9

432025/5/9 44

５．本人自身の不安や恐怖感

⇒第３者（娘・孫・かかりつけ医・信頼している知人）

６．家族が、認知症（予防）カフェや行政の相談窓口

（地域包括）で相談 様々な橋渡しが可能

７．政令都市の一部では認知症機能検査の無償化
かかりつけ医の認知機能検査の拡大が必至

８．あれっ！の数や頻度が増えたら
上記専門医の診断を！（町ぐるみで展開）

2025/5/9
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認知症は改善できる
良い事例①

Aさん男性（８０代後半）：数年前にお医者さんから軽度と言われた

落ち込み、奥様が認知症カフェに連れて来られ週１回通い、

色々学んだ事（特に指や足腰を鍛える運動）を実践し改善へ

Bさん男性（７０代後半）：認知症カフェに通い、次の運転免許更新の

点数が１０点以上も上がり、今もほっとカフェと２ヶ所のカフェに通う

Cさん女性（８０代半ば）：要介護１で認知症が進行、娘と認知症カフェへ！

ご主人（８０台後半）の献身的な介護で笑顔で緩やかに進行！

Dさん女性（８０代半ば）：コロナ禍で少し進行！ 直ぐに介護申請

をして、リハビリ型のデイに週２回通い、笑顔で元気に！2025/5/9 46

早期対応の良い事例②

Eさん女性（８０代半ば）：息子さんが少し疑問 認知症カフェへ

１ヶ月通い介護申請へ 要支援１でリハビリ型デイへ

何よりも息子さん二人が、即対応

Fさん男性（７０代半ば）：カフェであれっ！と感じ、地域包括へ

介護申請し要支援１ カフェとリハビリ型デイへ通い元気に！

Gさん女性（８０代前半）：ご主人が亡くなり、うつの症状へ！

カフェに来られ、お友達が出来て明るく元気に！

Hさん女性（９０代前半） ⇒ １０年前からMCIで、毎日外出し未だに元気

※日々を笑顔で穏やかに過ごすこと 2025/5/9

改善事例の特別編

１．要介護２の認知症（男性７６歳）⇒周辺症状の劇的変化

○無表情・しゃべらず・暴力⇒笑顔・しゃべる・穏やかに

２．軽度認知症と診断（男性７０歳） ⇒専門医で診断

○３年後に、長谷川式等数値が３０点満点で、改善へ

※転倒は、最大のリスク！ ⇒２年後に逝去（８６歳の男性）

奥様の暴言・叱咤の激変で改善！

奥様と二人三脚で様々な取組で改善！

472025/5/9

認知症が進行しない事例
１）ご本人の努力の事例 ⇒ ほっとカフェで学んだ事を実践

○５０００歩５０分、手指の運動、プール週３、カラオケ、日記

スマホが手帳！、麻雀（好奇心旺盛） ⇒ ７年間の進行が遅い

２）短期記憶５分前忘れても ⇒ 百人一首・書道・計算得意

３）認知症中度でも出来ること ⇒ 歌の音程○、生け花○、クイズ○

４）免許更新：１０数点改善 ⇒ 歩く・パソコン・ＳＮＳにチャレンジ

５）癌の告知＋認知症 ⇒ 看取り１週間前に自宅で面会！

○最後まで、記憶も感情も残り、穏やかで対話が出来た

①本人の努力 ②家族の支援 ③カフェ・施設の活用
482025/5/9
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在宅介護か入所か？

◇最大のポイントは？ ⇒人生会議!
○本人が穏やかに過ごせる環境？
⇒ 同居でもストレスが増えて進行

○良い入所先の事前体験 ⇒ 予約は複数可！

◇在宅が良いとは限らない！
○火事・転倒・脳梗塞等・詐欺事件他
○独居の寂しさ解消、お友達他＋楽しみ
○家族の介護負担軽減
○入所でも週１回自宅やお泊まりも可

492025/5/9

認知症カフェと多職種連携①

◇医師：地域のかかりつけ医（or専門医）との連携

○未受診・未検査・未認定の方々をカフェから紹介

○医師からは、進行予防で認知症予防カフェを紹介

◇ケアマネージャーとの連携

○デイサービスに行かない方⇒認知症予防カフェへ

※３ヶ月以内にカフェ＋施設両方を利用へ！

○認知症の疑い（要介護？）⇒介護認定申請⇒ケアマネ紹介

○要支援？⇒地域包括へ紹介or介護認定申請へ
502025/5/9

認知症カフェと多職種連携②

◇歯科医師他：歯科医師他病院で心配な患者

○ものわすれ相談室（認知症予防カフェ）を紹介

○カフェで口腔ケアの必要性をお話⇒歯医者へ紹介

◇薬剤師（調剤薬局）との連携

○多種類の薬の服用患者 ⇒ かかりつけ薬局を紹介

○MCI・健常者でもアリセプト等を処方？⇒副作用⇒改善！

○認知症の疑いのある方は、家族経由で認知症カフェ紹介

※全国的に調剤薬局が、認知症カフェ運営の事例多い512025/5/9

認知症カフェと多職種連携③

◇看護師との連携：訪問看護・看多機⇒住民型カフェへ

○病院看護師は、認知症の対応体験が少なくｶﾌｪで体験

○ｶﾌｪでの役割重要：認知症以外の体調・病気の相談窓口

◇介護士との連携

○認知症カフェで専門家のお話・相談及びカフェの紹介

◇保健師との連携：まちなかものわすれ相談室と連携

○認知症カフェで、フレイルチェック・健康診断促進

※多職種と【包括的相互連携】を目指す
522025/5/9
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新早期発見対策ここから！
１．気軽に相談できる場づくり

『住民型認知症予防カフェ』の地域単位での拡充

○カフェ単位の『相談ネットワーク図』で橋渡し

『まちなかものわすれ相談室六ツ門』の新設

○新団体『認知症を改善し隊久留米）』で７月～本格稼働！

○「まちなかものわすれ相談室中央町」⇒無料でいつでも対応

２．かかりつけ医（一般内科）では、専門医への紹介促進

３．健康診断（65歳以上）で、認知機能簡易検査実施を検討へ
532025/5/9 542025/5/9

まちなかものわすれ相談室とは？

１．認知症の【早期発見】と【進行改善】

２．困っている認知症ご本人や予備群そして介護家族が
街なかで「ものわすれ」で気軽に集う場づくり

３．地域単位で医療・介護・看護及び行政と連携

４．地域の住民型認知症カフェ・ふれあいサロン等と連携

552025/5/9 562025/5/9
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572025/5/9

今後の活動！
１．『住民型認知症予防カフェ』を４６校区単位に開設

２．地域の医療機関・介護事業所・地域包括支援センターと連携

３．新団体『認知症を改善し隊久留米』 7月～本格稼働！

〇医療・介護・看護・市民活動団体の協議体！

４．『まちなかものわすれ相談室』と相互連携で

早期発見・進行改善を！
582025/5/9

新団体とは？

４月１２日：『まちなかものわすれ相談室』発足会

◇新団体【認知症を改善し隊久留米】の活動開始

○医療：音成脳神経内科・内科クリニック

○介護：ふじの郷（介護事業所）

○看護：（株）セイコウカレッジ

○一社）久留米健康くらぶ の協議体で展開
592025/5/9

今後の展開

○ふくおか地域貢献活動サポート事業に応募（４/２５）

⇒ ５月中旬プレゼン⇒ ６月中旬可否！

○5/31（土）『まちなかものわすれ相談室』プレ１弾！

○6/14（土）『まちなかものわすれ相談室』プレ２弾！

○7/12（土）『まちなかものわすれ相談室』毎週第２土曜

新協議体で本格スタート！
602025/5/9
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住民型認知症カフェ
１０年の歩み ③

２０２３年： 『ものわすれ無料相談室』開始

自主クラウドファンディングで、

小冊子『早期発見で認知症は改善できる』発刊

２０２４年：住民型認知症カフェ１０周年で、５地区でセミナー開催

『福岡認知症カフェオンライン交流会』発足

『 ほっとカフェ中央町』再開！

『久留米市市民活動応援クラファン』で採択

○住民型認知症カフェ１５ヶ所目オープン！

612025/5/9 622025/5/9

632025/5/9

終わりに

１．【住民型認知症カフェ】は、地域包括支援システムの１つ

２．【まちなかものわすれ相談室】で、早期発見を相互連携で

３．かかりつけ医、健康診断で認知症簡易機能検査の促進

４．２０３０年問題（団塊世代が８０歳）を視野に戦略的に取組む

５．早期発見・進行改善

⇒ 介護費・医療費の大幅削減へ
642025/5/9


